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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月29日(2015.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置と、
　　前記ユーザ装置とに確立される論理経路である制御プレーン経路を介して制御メッセ
ージを送受信可能な第１基地局および第２基地局と、
　　前記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さない第３基地局と
　を含む複数の基地局と、
　ゲートウェイ装置と、
　論理経路を制御する交換局と
　を備え、
　前記第１基地局と前記ユーザ装置とに第１制御プレーン経路が確立され、前記第３基地
局を経由して前記ユーザ装置と前記ゲートウェイ装置とにユーザプレーン経路が確立され
ている場合に、
　前記第１基地局は、
　前記ユーザ装置を、無線接続中の当該第１基地局から前記第２基地局にハンドオーバさ
せるべきか否かを判定する判定部と、
　前記判定部がハンドオーバさせるべきと判定した場合に、前記ユーザ装置を前記第２基
地局にハンドオーバさせることを要求するハンドオーバ要求メッセージに、前記ユーザプ
レーン経路が経由する前記第３基地局の識別子を搭載して、前記第２基地局に送信する基
地局制御部とを備え、
　前記第２基地局は、
　前記第１基地局から受信した前記第３基地局の前記識別子を記憶する記憶部と、
　前記第１基地局から前記ハンドオーバ要求メッセージを受信するのに応じて、ハンドオ
ーバ応答メッセージを前記第１基地局に送信する基地局制御部とを備え、
　前記第１基地局は、さらに
　前記第２基地局から前記ハンドオーバ応答メッセージを受信した後に、前記第２基地局
と前記ユーザ装置とに第２制御プレーン経路を確立することを指示する無線接続再設定メ
ッセージを前記ユーザ装置に送信する無線制御部を備え、
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　前記ユーザ装置は、
　受信した前記無線接続再設定メッセージに従って、前記第２制御プレーン経路を確立す
るように当該ユーザ装置を設定する無線設定部と、
　前記設定後に、無線接続再設定完了メッセージを前記第２基地局に送信する送信部とを
備え、
　前記第２基地局の前記基地局制御部は、
　前記ユーザ装置から前記無線接続再設定完了メッセージを受信した後に、当該第２基地
局の前記記憶部に記憶される前記識別子が示す前記第３基地局に対し、前記ユーザ装置の
無線接続先が前記第１基地局から前記第２基地局に変更されたことを示す基地局変更通知
メッセージを送信し、
　前記第３基地局は、
　前記第２基地局から前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、基地局変更
応答メッセージを前記第２基地局に送信する基地局制御部を備える
　無線通信システム。
【請求項２】
　前記基地局変更通知メッセージは、前記ユーザ装置を識別する識別子および前記第２基
地局を識別する識別子を含む
　請求項１の無線通信システム。
【請求項３】
　前記第２基地局は、
　前記ユーザ装置から前記無線接続再設定完了メッセージを受信するのに応じて、前記ユ
ーザ装置と当該第２基地局とに前記第２制御プレーン経路が確立されていることを示す経
路変更メッセージを前記交換局に送信する経路制御部を備え、
　前記交換局は、
　前記経路変更メッセージを受信した後に、経路変更応答メッセージを前記第２基地局に
送信する経路制御部を備え、
　前記第２基地局の前記基地局制御部は、前記交換局から前記経路変更応答メッセージを
受信するのに応じて、当該第２基地局の前記記憶部に記憶される前記識別子が示す前記第
３基地局に対し、前記基地局変更通知メッセージを送信する
　請求項２の無線通信システム。
【請求項４】
　前記第２基地局の前記基地局制御部は、
　前記ユーザ装置から前記無線接続再設定完了メッセージを受信するのに応じて、当該第
２基地局の前記記憶部に記憶される前記識別子が示す第３基地局に対し、前記基地局変更
通知メッセージを送信し、
　前記第３基地局の前記基地局制御部は、
　前記第２基地局から前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、基地局変更
応答メッセージを前記第２基地局に送信し、
　前記第２基地局は、
　前記第３基地局から前記基地局変更応答メッセージを受信するのに応じて、前記ユーザ
装置と当該第２基地局とに前記第２制御プレーン経路が確立されていることを示す経路変
更メッセージを前記交換局に送信する経路制御部を備え、
　前記交換局は、
　前記経路変更メッセージを受信した後に、経路変更応答メッセージを前記第２基地局に
送信する経路制御部を備える
　請求項２の無線通信システム。
【請求項５】
　前記第１基地局は、
　当該第１基地局の前記無線通信部が前記無線接続再設定メッセージを前記ユーザ装置に
送信した後であって、前記第３基地局から当該ユーザ装置に関する制御メッセージを受信
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した場合に、
　当該制御メッセージを前記第２基地局に転送する転送部を備える
　請求項３または請求項４の無線通信システム。
【請求項６】
　前記第１基地局は、
　当該第１基地局の前記無線通信部が前記無線接続再設定メッセージを前記ユーザ装置に
送信した後であって、前記第３基地局から当該ユーザ装置に関する制御メッセージを受信
した場合に、
　前記第２基地局に前記制御メッセージを送信することを指示するリダイレクトメッセー
ジに、前記第２基地局を示す識別子を搭載して、前記第３基地局に送信するリダイレクト
部を備える
　請求項３または請求項４の無線通信システム。
【請求項７】
　前記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さず、前記第３基地局と協調して前記ユ
ーザ装置と無線通信を実行可能な第４基地局をさらに備え、
　前記第２基地局の前記基地局制御部は、
　前記ユーザ装置から前記無線接続再設定完了メッセージを受信した後に、前記ユーザ装
置の無線接続先が前記第１基地局から前記第２基地局に変更されたことを示す基地局変更
通知メッセージを前記第４基地局に送信する
　請求項３または請求項４の無線通信システム。
【請求項８】
　前記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さず、前記第３基地局と協調して前記ユ
ーザ装置と無線通信を実行可能な第４基地局をさらに備え、
　前記第３基地局の前記基地局制御部は、
　前記第２基地局から前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、当該基地局
変更通知メッセージを前記第４基地局に送信する
　請求項３または請求項４の無線通信システム。
【請求項９】
　ユーザ装置と、
　　前記ユーザ装置とに確立される論理経路である制御プレーン経路を介して制御メッセ
ージを送受信可能な第１基地局および第２基地局と、
　　前記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さない第３基地局と
　を含む複数の基地局と、
　ゲートウェイ装置と、
　論理経路を制御する交換局と
　を備え、
　前記第１基地局と前記ユーザ装置とに第１制御プレーン経路が確立され、前記第３基地
局を経由して前記ユーザ装置と前記ゲートウェイ装置とにユーザプレーン経路が確立され
ている場合に、
　前記第１基地局は、
　前記ユーザ装置を、無線接続中の当該第１基地局から前記第２基地局にハンドオーバさ
せるべきか否かを判定する判定部と、
　前記判定部がハンドオーバさせるべきと判定した場合に、前記ユーザ装置を前記第２基
地局にハンドオーバさせることを要求するハンドオーバ要求メッセージに、前記ユーザプ
レーン経路が経由する前記第３基地局の識別子を搭載して、前記第２基地局に送信する基
地局制御部とを備え、
　前記第２基地局は、
　前記第１基地局から受信した前記第３基地局の前記識別子を記憶する記憶部と、
　　前記第１基地局から前記ハンドオーバ要求メッセージを受信するのに応じて、ハンド
オーバ応答メッセージを前記第１基地局に送信し、
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　　前記識別子が示す前記第３基地局に対し、前記ユーザ装置の無線接続先が前記第１基
地局から前記第２基地局に変更されることを示す基地局変更通知メッセージを送信する
　基地局制御部とを備え、
　前記第３基地局は、
　前記第２基地局から前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、基地局変更
応答メッセージを前記第２基地局に送信する基地局制御部を備え、
　前記第１基地局は、さらに
　前記第２基地局から前記ハンドオーバ応答メッセージを受信した後に、前記第２基地局
と前記ユーザ装置とに第２制御プレーン経路を確立することを指示する無線接続再設定メ
ッセージを前記ユーザ装置に送信する無線制御部を備え、
　前記ユーザ装置は、
　受信した前記無線接続再設定メッセージに従って、前記第２制御プレーン経路を確立す
るように当該ユーザ装置を設定する無線設定部と、
　前記設定後に、無線接続再設定完了メッセージを前記第２基地局に送信する送信部とを
備える
　無線通信システム。
【請求項１０】
　ユーザ装置と、
　　前記ユーザ装置とに確立される論理経路である制御プレーン経路を介して制御メッセ
ージを送受信可能な第１基地局および第２基地局と、
　　前記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さない第３基地局と
　を含む複数の基地局と、
　ゲートウェイ装置と、
　論理経路を制御する交換局と
　を備え、
　前記第１基地局と前記ユーザ装置とに第１制御プレーン経路が確立され、前記第３基地
局を経由して前記ユーザ装置と前記ゲートウェイ装置とにユーザプレーン経路が確立され
ている場合に、
　前記第１基地局は、
　前記ユーザ装置を、無線接続中の当該第１基地局から前記第２基地局にハンドオーバさ
せるべきか否かを判定する判定部と、
　前記判定部がハンドオーバさせるべきと判定した場合に、前記ユーザ装置を前記第２基
地局にハンドオーバさせることを要求するハンドオーバ要求メッセージに、前記ユーザプ
レーン経路が経由する前記第３基地局の識別子を搭載して、前記第２基地局に送信する基
地局制御部とを備え、
　前記第２基地局は、
　前記第１基地局から受信した前記第３基地局の前記識別子を記憶する記憶部と、
　前記第１基地局から前記ハンドオーバ要求メッセージを受信するのに応じて、ハンドオ
ーバ応答メッセージを前記第１基地局に送信する基地局制御部とを備え、
　前記第１基地局の前記基地局制御部は、
　前記第２基地局から前記ハンドオーバ応答メッセージを受信するのに応じて、前記ユー
ザ装置の無線接続先が前記第１基地局から前記第２基地局に変更されることを示す基地局
変更通知メッセージを前記第３基地局に送信し、
　前記第３基地局は、
　前記第１基地局から前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、基地局変更
応答メッセージを前記第１基地局に送信する基地局制御部を備え、
　前記第１基地局は、さらに
　前記第３基地局から前記基地局変更応答メッセージを受信した後に、前記第２基地局と
前記ユーザ装置とに第２制御プレーン経路を確立することを指示する無線接続再設定メッ
セージを前記ユーザ装置に送信する無線制御部を備え、
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　前記ユーザ装置は、
　受信した前記無線接続再設定メッセージに従って、前記第２制御プレーン経路を確立す
るように当該ユーザ装置を設定する無線設定部と、
　前記設定後に、無線接続再設定完了メッセージを前記第２基地局に送信する送信部とを
備える
　無線通信システム。
【請求項１１】
　ユーザ装置と、
　　前記ユーザ装置とに確立される論理経路である制御プレーン経路を介して制御メッセ
ージを送受信可能な第１基地局および第２基地局と、
　　前記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さない第３基地局と
　を含む複数の基地局と、
　ゲートウェイ装置と、
　論理経路を制御する交換局と
　を備える無線通信システムにおける通信制御方法であって、
　前記第１基地局と前記ユーザ装置とに第１制御プレーン経路が確立され、前記第３基地
局を経由して前記ユーザ装置と前記ゲートウェイ装置とにユーザプレーン経路が確立され
ている場合に、
　前記第１基地局において、
　前記ユーザ装置を、無線接続中の当該第１基地局から前記第２基地局にハンドオーバさ
せるべきか否かを判定することと、
　ハンドオーバさせるべきと判定された場合に、前記ユーザ装置を前記第２基地局にハン
ドオーバさせることを要求するハンドオーバ要求メッセージに、前記ユーザプレーン経路
が経由する前記第３基地局の識別子を搭載して、前記第２基地局に送信することと、
　前記第２基地局において、
　前記第１基地局から受信した前記第３基地局の前記識別子を記憶することと、
　前記第１基地局から前記ハンドオーバ要求メッセージを受信するのに応じて、ハンドオ
ーバ応答メッセージを前記第１基地局に送信することと、
　前記第１基地局において、
　前記第２基地局から前記ハンドオーバ応答メッセージを受信した後に、前記第２基地局
と前記ユーザ装置とに第２制御プレーン経路を確立することを指示する無線接続再設定メ
ッセージを前記ユーザ装置に送信することと、
　前記ユーザ装置において、
　受信した前記無線接続再設定メッセージに従って、前記第２制御プレーン経路を確立す
るように当該ユーザ装置を設定することと、
　前記設定後に、無線接続再設定完了メッセージを前記第２基地局に送信することと、
　前記第２基地局において、
　前記ユーザ装置から前記無線接続再設定完了メッセージを受信した後に、当該第２基地
局に記憶される前記識別子が示す前記第３基地局に対し、前記ユーザ装置の無線接続先が
前記第１基地局から前記第２基地局に変更されたことを示す基地局変更通知メッセージを
送信することと、
　前記第３基地局において、
　前記第２基地局から前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、基地局変更
応答メッセージを前記第２基地局に送信することとを備える
　通信制御方法。
【請求項１２】
　ユーザ装置と、
　　前記ユーザ装置とに確立される論理経路である制御プレーン経路を介して制御メッセ
ージを送受信可能な第１基地局および第２基地局と、
　　前記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さない第３基地局と
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　を含む複数の基地局と、
　ゲートウェイ装置と、
　論理経路を制御する交換局と
　を備える無線通信システムにおける通信制御方法であって、
　前記第１基地局と前記ユーザ装置とに第１制御プレーン経路が確立され、前記第３基地
局を経由して前記ユーザ装置と前記ゲートウェイ装置とにユーザプレーン経路が確立され
ている場合に、
　前記第１基地局において、
　前記ユーザ装置を、無線接続中の当該第１基地局から前記第２基地局にハンドオーバさ
せるべきか否かを判定することと、
　ハンドオーバさせるべきと判定された場合に、前記ユーザ装置を前記第２基地局にハン
ドオーバさせることを要求するハンドオーバ要求メッセージに、前記ユーザプレーン経路
が経由する前記第３基地局の識別子を搭載して、前記第２基地局に送信することと、
　前記第２基地局において、
　前記第１基地局から受信した前記第３基地局の前記識別子を記憶することと、
　前記第１基地局から前記ハンドオーバ要求メッセージを受信するのに応じて、ハンドオ
ーバ応答メッセージを前記第１基地局に送信することと、
　前記識別子が示す前記第３基地局に対し、前記ユーザ装置の無線接続先が前記第１基地
局から前記第２基地局に変更されることを示す基地局変更通知メッセージを送信すること
と、
　前記第３基地局において、
　前記第２基地局から前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、基地局変更
応答メッセージを前記第２基地局に送信することと、
　前記第１基地局において、
　前記第２基地局から前記ハンドオーバ応答メッセージを受信した後に、前記第２基地局
と前記ユーザ装置とに第２制御プレーン経路を確立することを指示する無線接続再設定メ
ッセージを前記ユーザ装置に送信することと、
　前記ユーザ装置において、
　受信した前記無線接続再設定メッセージに従って、前記第２制御プレーン経路を確立す
るように当該ユーザ装置を設定することと、
　前記設定後に、無線接続再設定完了メッセージを前記第２基地局に送信することとを備
える
　通信制御方法。
【請求項１３】
　ユーザ装置と、
　　前記ユーザ装置とに確立される論理経路である制御プレーン経路を介して制御メッセ
ージを送受信可能な第１基地局および第２基地局と、
　　前記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さない第３基地局と
　を含む複数の基地局と、
　ゲートウェイ装置と、
　論理経路を制御する交換局と
　を備える無線通信システムにおける通信制御方法であって、
　前記第１基地局と前記ユーザ装置とに第１制御プレーン経路が確立され、前記第３基地
局を経由して前記ユーザ装置と前記ゲートウェイ装置とにユーザプレーン経路が確立され
ている場合に、
　前記第１基地局において、
　前記ユーザ装置を、無線接続中の当該第１基地局から前記第２基地局にハンドオーバさ
せるべきか否かを判定することと、
　ハンドオーバさせるべきと判定された場合に、前記ユーザ装置を前記第２基地局にハン
ドオーバさせることを要求するハンドオーバ要求メッセージに、前記ユーザプレーン経路
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が経由する前記第３基地局の識別子を搭載して、前記第２基地局に送信することと、
　前記第２基地局において、
　前記第１基地局から受信した前記第３基地局の前記識別子を記憶することと、
　前記第１基地局から前記ハンドオーバ要求メッセージを受信するのに応じて、ハンドオ
ーバ応答メッセージを前記第１基地局に送信することと、
　前記第１基地局において、
　前記第２基地局から前記ハンドオーバ応答メッセージを受信するのに応じて、前記ユー
ザ装置の無線接続先が前記第１基地局から前記第２基地局に変更されることを示す基地局
変更通知メッセージを前記第３基地局に送信することと、
　前記第３基地局において、
　前記第１基地局から前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、基地局変更
応答メッセージを前記第１基地局に送信することと、
　前記第１基地局において
　前記第３基地局から前記基地局変更応答メッセージを受信した後に、前記第２基地局と
前記ユーザ装置とに第２制御プレーン経路を確立することを指示する無線接続再設定メッ
セージを前記ユーザ装置に送信することと、
　前記ユーザ装置において、
　受信した前記無線接続再設定メッセージに従って、前記第２制御プレーン経路を確立す
るように当該ユーザ装置を設定することと、
　前記設定後に、無線接続再設定完了メッセージを前記第２基地局に送信することとを備
える
　通信制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の他の無線通信システムは、前記ユーザ装置とに確立される論理経路である制御
プレーン経路を介して制御メッセージを送受信可能な第１基地局および第２基地局と、前
記ユーザ装置に対する制御プレーン経路を有さない第３基地局とを含む複数の基地局と、
ゲートウェイ装置と、論理経路を制御する交換局とを備え、前記第１基地局と前記ユーザ
装置とに第１制御プレーン経路が確立され、前記第３基地局を経由して前記ユーザ装置と
前記ゲートウェイ装置とにユーザプレーン経路が確立されている場合に、前記第１基地局
は、前記ユーザ装置を、無線接続中の当該第１基地局から前記第２基地局にハンドオーバ
させるべきか否かを判定する判定部と、前記判定部がハンドオーバさせるべきと判定した
場合に、前記ユーザ装置を前記第２基地局にハンドオーバさせることを要求するハンドオ
ーバ要求メッセージに、前記ユーザプレーン経路が経由する前記第３基地局の識別子を搭
載して、前記第２基地局に送信する基地局制御部とを備え、前記第２基地局は、前記第１
基地局から受信した前記第３基地局の前記識別子を記憶する記憶部と、前記第１基地局か
ら前記ハンドオーバ要求メッセージを受信するのに応じて、ハンドオーバ応答メッセージ
を前記第１基地局に送信する基地局制御部とを備え、前記第１基地局の前記基地局制御部
は、前記第２基地局から前記ハンドオーバ応答メッセージを受信するのに応じて、前記ユ
ーザ装置の無線接続先が前記第１基地局から前記第２基地局に変更されることを示す基地
局変更通知メッセージを前記第３基地局に送信し、前記第３基地局は、前記第１基地局か
ら前記基地局変更通知メッセージを受信するのに応じて、基地局変更応答メッセージを前
記第１基地局に送信する基地局制御部を備え、前記第１基地局は、さらに前記第３基地局
から前記基地局変更応答メッセージを受信した後に、前記第２基地局と前記ユーザ装置と
に第２制御プレーン経路を確立することを指示する無線接続再設定メッセージを前記ユー
ザ装置に送信する無線制御部を備え、前記ユーザ装置は、受信した前記無線接続再設定メ
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ッセージに従って、前記第２制御プレーン経路を確立するように当該ユーザ装置を設定す
る無線設定部と、前記設定後に、無線接続再設定完了メッセージを前記第２基地局に送信
する送信部とを備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　ユーザ装置ＵＥは、第１基地局ｅＮＢ１、第２基地局ｅＮＢ２、および第３基地局Ｐｈ
ＮＢと無線通信することが可能である。ユーザ装置ＵＥと各基地局（ｅＮＢ，ＰｈＮＢ）
との無線通信の方式は任意である。例えば、下りリンクではＯＦＤＭＡ（Orthogonal Fre
quency Division Multiple Access）が採用され得、上りリンクではＳＣ－ＦＤＭＡ（Sin
gle-Carrier Frequency Division Multiple Access）が採用され得る。なお、第１基地局
ｅＮＢ１が用いる無線通信の方式と、第３基地局ＰｈＮＢが用いる無線通信の方式が異な
る構成も採用可能である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本実施形態の無線通信システムＣＳでは、ユーザ装置ＵＥに対して、互いに異なる基地
局を経由してＣプレーン経路およびＵプレーン経路を設定すること、すなわち、Ｃプレー
ンとＵプレーンとを分離すること（Ｃ／Ｕ分離）が可能である。図２は、第１基地局ｅＮ
Ｂ１を経由してユーザ装置ＵＥと交換局ＭＭＥとにＣプレーン経路が確立され、第３基地
局ＰｈＮＢを経由してユーザ装置ＵＥとゲートウェイ装置ＧＷとにＵプレーン経路が確立
されている状態を示す。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　制御部２３０は、判定部２３２と基地局制御部２３４と無線制御部２３６と経路制御部
２３８とデータ送受信部２４０とを備える。判定部２３２は、例えばユーザ装置ＵＥから
のMeasurement Reportメッセージに基づいて、ユーザ装置ＵＥをハンドオーバさせるべき
か否かを判定する要素であり、判定結果を示す信号を基地局制御部２３４に供給する。基
地局制御部２３４は、他の基地局（ｅＮＢ，ＰｈＮＢ）と制御メッセージ（Handover Req
uestメッセージ、eNB Handover Notificationメッセージ等）を送受信する要素であり、
ネットワーク通信部２２０を介して他の基地局（ｅＮＢ，ＰｈＮＢ）と通信する。無線制
御部２３６は、ユーザ装置ＵＥとの無線通信を制御する要素であり、無線通信部２１０を
介してユーザ装置ＵＥと制御メッセージ（RRC Connection Reconfigurationメッセージ等
）を送受信する。経路制御部２３８は、通信経路（Ｃプレーン経路、Ｕプレーン経路）に
関する制御メッセージ（Path Switch Requestメッセージ等）を送受信する要素であり、
ネットワーク通信部２２０を介して交換局ＭＭＥと通信する。以上のように、判定部２３
２、基地局制御部２３４、および経路制御部２３８はＣプレーン上の通信を実行する。デ
ータ送受信部２４０は、無線通信部２１０を介してユーザ装置ＵＥとユーザ信号を送受信
（中継）すると共に、ネットワーク通信部２２０を介してゲートウェイ装置ＧＷとユーザ
信号を送受信（中継）する。すなわち、データ送受信部２４０はＵプレーン上の通信を実
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行する。
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